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lま

め

資
料
提
供
・
協
力
者
一
覧

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

じ

本
展
示
は
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
日
本
海
々

運
を
支
え
た
加
賀
・
能
登
の
湊
と
海
運
に
関
す
る
資
料
を
展

穴
水
町
教
育
委
員
会

穴
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

粟
崎
八
幡
神
社

石
川
県
銭
屋
五
兵
衛
記
念
館

石
川
県
立
図
書
館

石
川
県
立
歴
史
博
物
館

石
川
ル

l
ツ
交
流
館

美
川
町
制
呉
竹
文
庫

小
松
市
史
編
纂
室

小
松
市
立
博
物
館

下
関
市
立
長
府
博
物
館

新
湊
市
博
物
館

七
尾
市
史
編
さ
ん
室

七
尾
市
印
踊
神
社
奉
賛
会

羽
昨
市
歴
史
民
俗
資
料
館

美
川
町
史
編
さ
ん
室

示
し
、
か
つ
て
当
地
の
湊
と
人
々
を
基
点
と
し
て
、
上
方
や

北
海
道
を
海
で
結
び

加
賀・

能
登
を
は
じ
め
と
す
る
廻
船

が
、
日
本
海
を
縦
横
に
駆
け
巡
っ
た

「海
の
時
代
」

「日
本

海
の
時
代
」
の
歴
史
を
垣
間
見
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

「海
運

と
い
う
テ

l
マ
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
至
り
特

に
注
目
さ
れ

県
内
に
お
い
て
は

『金
沢
市
史
』
『
七
尾
市

史
』
が
一
巻
を
割
い
て

海
運
」

の
巻
を
刊
行
し
、
ま
た
現

在
編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
る

『小
松
市
史
』『
門
前
町
史
』
『美

川
町
史
』
に
お
い
て
も
、

地
域
の
歴
史
の
中
に
お
け
る
重
要

ア

l
マ
と
し
て
、

「海
運
編
」
の
刊
行
を
進
め
て
い
ま
す

Q

「海

運
」
と
い
う
テ

l
マ
が
石
川
県
の
地
域
性
や
円
本
海
と
い
う

も
の
の
存
在
の
中
で
、
新
た
な
評
価
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

展
示
品
は
館
蔵
の
古
文
書
と

そ
れ
ら
か
ら
作
成
し
た

デ
ー
タ
類
の
パ
ネ
ル
に
加
え
、
能
登
を
中
心
と
し
て
県
内
各

地
・
各
家
よ
り
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
な
り
、
今

凶
初
め
て
公
開
さ
れ
る
資
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

本
展
示
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
資
料
の
ご
出
品
お
よ
び

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
五
年
八
月

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

近
世
史
料
館

門
前
町
史
編
さ
ん
室

門
前
町
天
領
北
前
船
資
料
館

輪
島
市
教
育
委
員
会

輪
島
住
吉
神
社

金
石
金
刀
比
羅
神
社

(
鏑
木
悠
紀
夫
)

七
尾
市
小
島
新
生

富
来
町
福
浦
佐
渡
将

富
来
町
福
浦
瀬
戸
松
之

金
沢
市

高
村
武

金
沢
市
金
石
辻
和
郎

金
沢
市
中
屋
隆
秀

金
沢
市
金
石

中
山
周
比
古

七
尾
市
番
匠
弥
右
衛
門

門
前
町
皆
月
番
場
政
晴

金
沢
市

村
松
七
九

輪
島
前
神
社
(
中
村
裕
)

口

本
吉
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
刊
史
料
館
が
開
催
す
る

特
別
展
「
加
賀

・
能
登
の
湊
と
海
の
路
」
に
関
連
し
て
作
成

し
た
も
の
で
す
。

本
文
中
の
資
料
喬
口可
は
「
山山
品
目
録
」
の
番
坊
を
示
し
て
い

ま
す
。

会
期
巾
に
展
示
替
え
を
行
う
た
め
、
一
部
の
資
料
は
展
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

借
用
資
料
の
資
料
名
は
原
則
と
し
て
、
所
蔵
先
の
名
称
に

拠
っ
て
い
ま
す
。

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
お
よ
び
記
事
の
転
載
に
つ
い

て
は
、

当
館
お
よ
び
資
料
所
蔵
者
の
許
可
が
必
要
で
す
。

口口口口



幻

船
絵
馬
「
弘
吉
丸
」

金
沢
市
合
川
比
緑
川
判
所
脳

船
絵
馬
は
、
航
海
の
安
全
を

祈
願
、
あ
る
い
は
知
事
航
海
を

終
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、
船

主
や
船
以
が
仙
川
社
に
ボ
納
し
た

も
の
。

こ
の
絵
%
は
、
明
治
二
二
年

二
八
八
O
)
に
洲
井
佐
次
布
衛

門
が
金
一七
金
刀
比
縦
川
村
に
本

納
し
た
・
も
の
で
あ
る
。

21 

「
虎
福
丸
・
福
神
丸
」
船
図
額

鋭
的
八
怖
仲
村
所
戯
(
令
沢
市
桁
一
止
文
化
財
)

複

製

石

川
県
立
博
物
館
所
政

文
化
一
四
年
二
八

一
七
)
に
本
谷
藤
太
郎
が
粟
附

八
幡
神
社
に
本
納
し
た
も
の
。

船
絵
日
川
の
梢
凶
は
定
明
的
な
も
の
が
多
く
、
辺

の
絵
%
で
は

一
般
の
み
が
捕
か
れ
、
船
内
が
左
向

き
と
い
う
術
凶
も

一
般
的
な
も
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
対
し
て
幻
の
絵
馬
で
は
、
帆
を
お
ろ
し
た
も
の
、

帆
を
上
げ
た
も
の
な
ど
が
小
船
と
共
に
多
数
拙
か

れ
、
船
か
ら
の
悩
み
ド
ろ
し
、
山
似
み
込
み
の
様
」J

に
川
え
、
浜
で
の
ぬ
や
人
民
に
よ
る
搬
送
の
有
り

様
ま
で
捕
か
れ
て
い
る
。
特
別
に
依
頼
・
作
成
さ

せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

加
賀

・
能
登
に
お
け
る
船
絵
民
は

一
九
七
七
年

川
点
で
加
川
口
に

一
五

一
点
、
能
登

に
二
円
凶
点
が

叫
叩

4
附
さ
れ
て

い
る
(
牧
町
隆
信
等
編

「ハ
本
の
船

umM仲
川
」
)
。

18 

船
霊

「
恵
集
丸
」

新
淡
市
博
物
館
所
蔵

航
海
の
安
全
を
守
る
仰
の
代

わ
り
と
し
て
、
女
性
の
髪

・
狂

人
形
な
ど
、
帆
位
の
下
や
船
の

小
山
八
郎
に
納
め
た
。

こ
の
船
主
は
、
細
船
問
尾
を

営
ん
で

い
た
汐
海
家
(
新
湊
市
)

に
残
さ
れ
た
も
の
で
、

船
の
安

全
を
祈
る
起
舟
祭
に
朋

い
ら
れ

た
。
船
に
納
め
ら
れ
た
船
主
と

は
別
の
も
の
で
あ
る
が
、
帆
船

時
代
の
机
即
時
M

信
仰
を
知
る
上
で

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。



15 

相
磁
石

穴
水
川
府
山
人
民
俗
資
料
館
所
必

北
前
船
模
型
「
福
寿
丸」

羽
昨
市
川
比
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

こ
の
模
型
は
、
福
寿
丸
と
い
う
船

を
モ
デ
ル
に
、
松
任
市
中
川
忠
治
氏

が
昭
和
五
八
年

二

九
八
三
)
に
制
作

し
た
も
の
。

11 

船
往
来
手
形
「
勢
至
丸
」

穴
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

~ 

12 

「正
得
丸
」

小
松
市
立
博
物
館
所
脱

船
の
川
以
を
山
止
め
、
船
絡
を
明
ら
か
に
し
て
、

船
で
の
防
相門

・
取
締
り
の
た
め
に
発
行
し
た
船
給

説
明
古
で
あ
る
。
正
得
丸
は
大
坂
上
引
出
川
八
の
持

船
で
、
安
宅
氾
を
係
留
地
と
し
て
お
り
、
明
治
三

一年
ー
二
九
O
O
)
に
石
川
県
が
発
行
し
た
も
の
。

凡
阿
世
h
I
l脳

血
何
日
司
血
相
自

ふ
か
1

e
M
川

4

船
額
「
宝
来
丸
」

門
前
川
ド人
領
北
前
船
資
料
館
所
縦

船
額
「
永
言
保
之
」

石
川
県
立
歴
史
問
物
館
所
脱

船
微
に
は
、
船
の
名
称
を
円
い

た

「
船
名
刺
削
」

(4
)
と
総
起
の
よ

い
一一点
栄
を
内
き
人
れ
た

「
伊
迷
傾
」

(5)
の
二
種
類
が
あ
る
。
船
名
傾

は
帆
柱
の
前
に
、
伊
達
傾
は
化
物

の
上

に
覆
い
か
ぶ
せ
た
毘
肝
俳
の

前
に
掲
げ
ら
れ
た
。

5 
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加
賀
藩
抑
用
船
旗

榔

小
島
新
生
氏
所
成

9 

一一印
J't.椅
市

小
向
新
生
氏
所
厳

七
尾
市

14 

方
位
盤

小
松
市
立
博
物
館
所
蔵

圏・

、
上
記
の
峨
旗
を
納
め
る
。

8 

峨
旗

小
島
新
牛
氏
所
蔵

「吉
慶
丸
」

じ
毛
市

16 

箪
笥

船

門
前
町
大
領
北
前
船
資
料
館
所
蔵

6 

船
旗

「住
吉
丸
」
一
八
水
川
断
史
民
俗
資
料
館
所
誠

¥ 
".. 

役ふ
wa
え
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加
賀
藩
領
内
絵
巻石

川
県
立
陣
物
館
所
蔵

川
釘
草
川
上
中
川
以
米
が
、
務
命
を
受
け
て
領
内

心
作
地
に
赴
任
し
た
お
り
に
附
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
出
は
、

LX
政
六
年

二

八
一
一
一)
部
奉
行

と
し
て
御
城
米
船
難
船
処
理
の
た
め
、
福
浦
へ
問

向
い
た
時
に
描
い
た
も
の
。

71 

72 

能
登
名
跡
図

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵

名
跡
関
の
う
ち
福
浦
淡
の
部
分
。

初
洲
淡
の
船
の
係
留
地
で
あ
る

「シ

ホ
ノ
マ
」
と
「
ミ
ツ
ノ
マ
」
が
拙
か

れ
、
「
シ
ホ
ノ
マ
」
入
円
の
山
上
に
は

灯
明
堂
が
位
置
し
て
い
る
。

~ 

19 

「繁
栄
丸
」・

「
金
比
羅
印
」

金
沢
山

金
バ
比
椛
州
社
所
戯

北
前
船
の
船
頭
の
部
屋
に
あ
る
神
棚
の
両
脇
に

一
対
と
し
て

下
げ
た
も
の
で
、
幻
明
の
代
わ
り
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

鈴
尾

55 

引
札

引
札
は
、
尚

る
が
、
ト
午
は
凶

20 

金
刀
比
羅
宮
海
上
安
全
守
護
札

令

沢

市

金

刀

比
緑
川
判
所
蔵

ム4礼

泊

崎手合兵

為、
! "，主qト

上

。必4
/;念、

金
沢
市

辻
和
郎
氏
所
蔵

家
の
広
告
チ
ラ
シ
で
、
何
怠
先
に
配
っ

た
も
の
。

法
に
新
鮮
さ
、
特
川
又
さ
が
見
ら
れ
る
。

有
は
定
烈
的
な
絵
柄
で
あ

一
利
諮
問
屋
赤
ム
佐
平

1; 

同~コ月四師-同町・・・ー 一『司‘~ 
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前
回
利
家
能
州
浦

兵
棋
米
積
船
に
付
申
触
状

金
沢
市
中
山
周
比
古
氏
所
蔵

朝
鮮
の
役
に
お
け
る
肥
前
名
護
岸
へ

の
兵
糧
米
輸
送
に
関
わ
る
史
料
で
、
的

問
利
山
本
が
宮
腰
の
小
山
主
計
に
対
し
、

代同
門
川
脱
船
の
hM
口町
り
を
申
し
付
け
た
も
の
。

猶
以
た
〉
の
伯
物
井

安
デ
以
下
の
り
候
ふ
ね
ハ

不刊
行
候
、
其
分
可
申
触
候
、
以
上

能
州
浦
々
へ
tLU

腰
舟
こ
し
候
て
有
之

出
候
、
け
共
内
兵
娘
米

つ
ミ
候
船
ハ
子
細
有
て

山
田
出
伎
、
た
〉
の
舟

共
ハ

一
切
不
平
日
候

H
十
々
立
帰
依
へ
候
出
盛

可
申
触
候
也

五
月
二
一H

利
家

(
花
押

y:~ 
(11嵯
計
か
た
ノ¥

24 

小
松
様
犬
千
代
様

大
坂
為
登
米
に
付
申
達
状

令
沢
市

中

山
周
比
古
氏
所
蔵

大
坂
登
米
に
お
け
る
船
の
調
達
や
泌

貨
に
つ
い
て
、
御
算
用
場
か
ら
巾
し
渡

さ
れ
た
も
の
。
加
川
民
地
価
初
則
の
大
坂
登

米
の
線
7
r
J

を
伝
え
る
史
料
で
あ
る
。
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‘ミ
会
?
、

士
事
ζ

伏
ず

ιみ
4
4
t
j
γ
i

-

d

前

4eτ
免
に
が
北
川
伐
と
ψ
V
l

-

d

ゆ
え
ル
ひ
ん

ウ
?
本

}
γ
i

-
・
庁
茅
a
h
f
d
h
払
え
件
ヰ
れ
移
仁
す
J

-
小
弘
之
怯
マ
み
す
告
4
ふ

よゐ
ダ
:

事
え
抗
争
1
1KL-
扮
玄
ふ

as--3

f
M政
冬
今
度
??
朗

#
r
t?
宇
与

事

q
Z
4
7
2t4Qゑ
£
品
キ
ゐ

立

す
鯵

4
去
を
え
れ人
t
を

ま
み
を
手
担
?
っ
す
潟
、〕

A
色

、1

2
《
与
す
す
を

~

炉
内
吐
噺
ず
j

そ
M
被
害

α
?
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25 

加
州
国
中
船
役
申
付
状

当一
館
所
戯

前
同
利
光
(
利
常
)
が
加
賀
阿
の

肝
前
…・

惣
百
姓
中
に
対
し、

的
舟

材
木
運
搬
の
割
付
、
船
焼
判
銭
な
ど

の
船
役
を
申
し
付
け
た
も
の
。

能
州
国
中
船
役
申
付
状

七
尾
市

印
鏑
神
社
奉
賛
会
所
蔵

七
の
川
州
同
中
山
月
の
も
の
と
同
級
に
、
能
州
国
中
に
出
さ

れ
た
も
の
。

能
州
同
中
毎
年
申
付
船
役
之
事

一
、
松
前
打
…
脱
船
造
割
付
之
場

一、

秋
川
ヨリ
取
越
丈
木
三
千
丁
訓
付
之
山
中

一
、
来
之
木
三
千
本
訓
付
之
市中

一
、
炭
之
儀
可
為
如
有
米
之
事

一
、
弐
年
ニ
壱
度
之
船
焼
判
銭
之
事

一
、
胤
之
儀
可
為
如
有
来
之
事

一
、
御
菜
弁
火
焼
之
銀
子
割
付
之
事

一
、
小
役
ど
儀
可
為
如
有
来
之
半

右
之
外
、
砂
用
所
有
之
門
、
船
賃
可
令
扶
持
、

当
年

申
付
材
木
山
川
賃
是
又
令
川
捨
候
之
条
、
此
己
前
走
候

百
姓
等
早
速
可
召
返
、
選
住
之
一
白
姓
等
弐
箇
年
之
間

諸
役
叫
赦
免
候
、
若
対
代
宵
給
人
必
申
分
化
之
丹
、

奉
行
所
へ
以
吉
付
吋
中
上
者
也筑

前
(
，
山
田
利
常
)
(叩
文
「
誠
」
)

慶
長
拾
八
年
九
月
二
日

利

光

(

朱

印

)

能
州
国
中
在
々
肝
煎
惣
百
姓
小
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廻
船
式
目
写

輪
島
住
吉
神
社
所
蔵

船
法
・
船
法
度
・
廻
船
大
法
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る

海
商
法
規
の
総
称
で
、
運
送
契
約
や
共
同
海
損
に
関
す

る
も
の
が
多
く
、

海
難
救
助
・

船

舶

船

主

・
船
頭

水
主

・
廻
船
儀
礼
な
ど
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

泌
が

Aod--

-
玖
ザ
f
M
9
5
aヴ

p
d
j
r
i
k

avZ必
4・
i
会
助
事
も
幼
六
tう

信
雄

A

ロイ£
4
J

ヌ
季
希
ず
る

L
4
f
4室
町
1
7
P
Aリ
?
の

ゐ
Z
T千
-a
z
z
f
M主

総
経
ザ
λ

緩
ふ
議
候
/
pv、
一
割
ゑ

t

t
A尻

1
3生
え
段
取
L
製
ぷ
ωn

-&修復必
4
S
2
4
1
1俳
智

-v

ヲ
為
政
が
ふ
マ
五
継
投
-
を
必
携
伊
ふ

9
k愛
£
i
H

多
按
?
?

(中

略
)

必
怨
ぺ
例
り
戸
川
門
i

• 金
銭
ふ
会
対
・
ゐ
4
d
え
多
主
一列

ふ
容
を
会
ゑ
終
化
合「

係
争
/ゑ

3
A
z争れや

P
J
f
y

壱
鍾
勿
忠
弘
d

d
啄
づ
宥
めゆ
当
ゆ
啄
各
年
生

t

之
氏
7
4β
え
キ
島
経
必

活
必
1

に
偽
公
4wr仏町付

!

28 

公
儀
御
城
米
登
日
帳
留

輸
向
住
吉
神
社
所
蔵

u
p
M
時
付
・
軟
ゑ
争

ted株
智

秘
話
菅

30 

中
山
主
計
浦
改
役
申
付
状

金
沢
市

中
山
周
比
十
日
氏
所
蔵

qi 
F 

万、'
l欲
ば
修
会
&

玖
te

市川争
.. ~・ 7

jf ~ 
すす

え
P
M
山兵一声
L
糸
、
己
決
r
kJ
ーや
す
会
宇

♂
議
J
表
作
F
SK2
守
宅
7
制的、
ヱ
ォ
4
9

‘
-Lm
イ

E
i

一
八
時
ゑ
L
心
主
総
孔
よ
る
以
己
T

み
?

一13λ
々
be々
に
・7
LAWS
れ
d
f
J
JB
}

動
作
暗
仇
W
JU
2
弘
叩
¥
a
7
J鼎
れ
り

7
1
F
L
L吊司
T

白

イ
戸
川
件
同
町
村
坊
主

J
1
μ
φ
必
'
'
;
小
日
以
汽

J

J

ぬ

L
支
え
や
ノ
ぷ

1
4
m，J
，

r
王
寺
!

一
緩
急
物
¥れ
ず仇

t
w
げ
ま
広
L
A
向
叩

4
t
Lダ

J

HJ
戸
山

7
・弘

14
4
L
4
1
え
ず

d
y、A
U'pg
キ

ー

を
A

れ
J
i
L会
主
i

A
H

d

れぬ白骨
会
L
へ
勾
試
τ
F
4r7
Z
ぷ
え

立ぷムょう
さハ
MJL
j
i
i
g行
-

A
引い
14
f
L
A
4
Ei

も
枕
ぷ
人
名
手
本

-
f
fw
j
i
k

J

h
訂
J

込
先
?
ぢ

T
q名
A
，

H
イ

?
L

一
、r
p先げ
'Tbq
t
r
m
・4
n
T
4ぷ
二
が
い冷
ゾ

#
咋
る
み
針
/・

7
1L才
?

だ
す
??ρ
E
A滑るよ
A
会
人

m
J
?
;
J
ノ
少
冷
本
s
j
w
!
へ
お
私
4
0
ん
す
仏
陀

為
号
、1
3
J4す
念
品

τ

守
口
タ

U1
4
1
.J
1守
秘
仏
像
巷
る
ま
う
わ
手
《

納
付

A
Jd
内
々
で
3
6

そ
吃
.
、
お
き
fAZP合
科
話
、
実

存
4
4
2
F
O
J訓
J
H

守
安
崎
北
吋
i

v .. 

BU
H
Z
タえ

Aq

，B
全
ク

々
ノt
t

N
ツ

-Z
M
jL叫

マ《
J

九
ゆ

方
4
4
J
R
A

事
詩t
A

〆い

を々
、ea

(起
論
文
略

浦
方
手
代
天
罰
起
請
文

金
沢
市

中
山
周
比
十
日
氏
所
蔵

出
腰
間
の
浦
方
手
代
の
勤
務
内
容
と
職
務
遵
守
を
誓
っ

た
起
請
文
。
入
津
川叩
や
津
留
物
、
他
同
船
の
改
め
が
主
な
職

務
と
な
っ
て
い
る
。

31 

天
罰
認
社
上
巻
起
訪
文
前
川
御
事

、
御
公
儀
御
法
度
之
越
前
々
昭
ク
州

γ川
中

制
半

一
、
人
作
米
之
義
州
改
申
刷
、
表
数
己
卜
御
切
手

面
見
合
相
述
無
之

候

ハ

¥

御
切
手
合
可
申
候
、
万
一

難
心
得
義
有
之
候
ハ

¥

御

断

可

申
J
御
事

一
、
他
国
他
領
米
井
他
国
塩
な
と
入
巾
族
胎

ト
伺
之
目
、
見
開
次
第
御
断
可
申
上
御
事

一
、
内
仲
間
物
之
類
、
大

V
・
油

・
州
北
山
山
御
切
手
紙
之
ヲ

般
山
中
者
ト伺
之
候
ハ

、
、
見
聞
次
第
不
隠
尚
早

述
御
断
可
申
上
御
事

一
、
他
同
舟
念
を
人
州
改
J

円山叩
候、

ん

一
御
法
度

物
的
川
鰍
、
或
ハ
鮒
心
得
義
ト
伺
之
候
ハ
、
、
即
刻

御
断
可
申
ト
ぃ
御
事

一
、
使
船
人
御
切
手
見
合
乗
船
為
致
川
中
候
、
門
然

制
服
心
得
者
御
座

候

ハ

¥

押

留
御
理
可
申
上
御
事

一、

山山
御
切
手
無
之
有
一小
限
、
男
女
船
ニ
来
同
申
候
ハ
、
、

抑
留
御
断
可
申
1

御
事

ム
私
共
ニ
被
仰
付
候
御
公
川
品
々
成
程
念
を
入

相
勤
ぱ
中
候
、
勿
論
私
曲
を
か
ま

へ
親
子

兄
弟

縁

者

・
知
首
た
り
と
い
ふ
共
、
毛
頭
依
佑
品
開
一
仕
問
鏑
候
、

同
(
外
何
ニ
よ
ら
す
御
公
儀
械
為
悪
敷
義
少
戊

上
リ
日
引
一生

I
l
i
l
 

f
h
s
t
z
 

行
ーぷ
伐
々
治
相
背
申
目
、
十
何
巾
協
同
神
川
冥

川
各
叫
が
単
一
他
候
、
仇
起
訓
aX
如
州
H

』貝
享
川
作
一
l
卯
八
月

市
郎
寸
竹
衛
門

椴
七
(
H

化
仰
)

理
ト
伯
尚
門

武
七
衛
門
(
花
押
)

半
七
(
花
押
)

似
肋

(花
押
)

市
平

(花
押
)

佐
次
兵
衛
(
山
化
押
)

中
山
長
之
必
殿
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ふ
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-
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b

'

叫
司
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b
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守
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i
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売
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唱
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会
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d
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れ
点
山ド
似
川
町

去
怜
ん
公
勺
-

34 

浦
手
形

輸
出
住
ム
口
神
社
所
蔵

油
手
形
と
は
、
難
船
な
ど
の
海
難
に
対

す
る
事
故
証
明
書
で
、
内
容
は
打
荷
の
場

合
、
人
力
の
限
り
を
尽
し
た
上
、
や
む
を

得
ず
拾
て
た
こ
と
。
破
船
の
場
合
は
、
不

可
抗
力
に
よ
り
滅
失
し
た
こ
と
。
他
、
残

印川
ル
何
物
や
船
具
な
ど
に
つ
い
て
、
助
制
護
処

刷
詳
肌
叔円
荷
の
出
役
が
奥
脊
認
証
し
た
も
の

で
、
民
事

・
川
市
中

t
の
責
め
な
き
こ
と
を

証
明
す
る
証
拠
判
類
と
な
る
。

32 

湊
浦
船
改
役
天
罰
起
請
文

35 

金
沢
市

高
村
武
氏
所
蔵

当
社
毎
年
神
船
簿
写

出

来

川

瀬

μ松
ぷ
氏
所
蔵

毎
年
旧
肘
八
月
一
一
一
H
に
行
わ
れ
た
福
浦
港
の
彼

m

彦
神
社
の
大
例
祭
に
、
同
神
社
の
神
輿
が

「
大
淵
」
か

ら

「水
の
澗
」

へ
波
御
す
る
と
き
、
仲
間
(
を
乗
せ
る
神

船
や
、
こ
の
船
と
共
に
紅
吹
資
制
酬
を
刷
附
し
て
供
奉
す
る

抑
船
航
吹
白
紙
刷
神
符
等
、
譲
渡
船
と
神
楽
船
に
つ
い
て

一
句
作
川
き
留
め
た
も
の
。

末
義
弘
J

竣
久
r

宇
多
ー
す
1

一

移

ち

が

え

好

仏

語
q
g
r
d

古
る
作
#
狩
妨
ザ
指
令、

彦
次
本
隊
許
制
1

支
ふ
桶
瓦
お
L
m
d
fゆ

千

f

の
Y
ム一

W
9
ゐ
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Z
敏

Z
安
全
線
4
Z
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d
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b
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持
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'
止
r
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品
集
お
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p
u
e
ケ

八

高
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両
官
食
寄

必
ア
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努
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九
与
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f
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援
ず
曲
叫
『え
乎
竜
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総

も

摂
津
愈
え
攻
平
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輪

j

人

縫
いーも
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h
F
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捻
豆
電
治
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安
ダ
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、
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w
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一、守
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崎
小

毒気
重要

え
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到
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P
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宮
腰
小
兵
衛
参
入
乗
弁
才
舟
過
所
手
形

金

沢

市

中

山

周

比
古
氏
所
蔵

-ム
f
ム
制

)
i
払
W
ソ
r
¥
jF〈

H
i

今々
t
p舎
も

4FA

M
H
Jつ
メ
ダ
一V行
為
吋

e
w
v
今~ノ
与

写
'民
、が

多
少
管

38 

三
カ
国
浦
々
通
行
許
可
状

七
出
市
番
低
弥
右
術
門
氏
所
蔵

廻
船
が
諮
問
津
々
浦
々
を
作
来
す
る

た
め
の
廻
船
乗
組
員
の
巡
航
訓
明
書
で

あ
り
、

一
日
開
の
航
海
許
可
書
で
も
あ
る
。

こ
の
史
料
は
鹿
島
郡
府
中
町
弥
白
衛

門
舟
(
二一
人
乗
り
)
の
三
カ
凶
の
渡
海
を

許
可
し
た
も
の
。

能
州
鹿
的
郎
附
中
川
弥
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